
田園資源×農業、福祉、観光・交流

豊かな田園資源を活用した観光誘客・福祉の取組み

自社農園でのワイン用ぶどう栽培の特性を活用して、年間約40回、延べ約500
人規模で障がい者の作業機会を創出。今後はワイナリー内の飲食店や宿泊施設等
での業務を含め年間を通じた障がい者雇用の創出を目指す。

理念・コンセプト
豊かな自然の中で作業環境を整えることで、障がいのある方のやりがいや向上心を生み

出し、対等なビジネスパートナーとしての関係を築きたい。

評価ポイント
ワイン用ぶどう栽培に加え、ワイナリーを観光資源とする宿泊事業、飲食・販売事業等

にも障がい者の雇用の場を広げることで、将来的には農福連携による新たな雇用・産業を
創出しうるモデル的な取組み。

奨励賞

新潟市12次産業化(田園資源活用)優良事例表彰 2017

「ワイナリー発、農福連携で雇用・産業の創出へ」

/株式会社 欧州ぶどう栽培研究所


